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周りに支えられた学生時代

熊谷　井巻さんは2013年4月に兵庫県立

大学経営審議会の委員に就任され、10月

からは姫路工学キャンパスで大学院生に

講義をされています。私は県立大学の初

代学長を務めさせていただいたので、初

対面とはいえ、ご縁の深い方だと思ってい

ます。

井巻　私も熊谷理事長のお名前は審議

会で何度も耳にしていましたので、お会い

するのを楽しみにしていました。

熊谷　大学でのお話は後ほど伺うとして、ま

ずは生い立ちからお聞かせください。西宮

市北部の山口町のお生まれで、中学、高校

は私立三田学園に通われたそうですね。

井巻　私は男、男、男、女の4人きょうだい

の長男で、男3人は三田学園の出身です。

神戸電鉄三田線の電車に乗るため、自宅

から歩いて山を2つほど越え、神戸市北区

の田尾寺駅まで行ってい

ました。

熊谷　三田学園は、後

に戦後初の神戸市長と

なる小寺謙吉が1912年

に設立して以来、「知・

徳・体」の調和に重きを置

いた＊1全人教育を掲げて

いますね。

井巻　よくご存じですね。

知性、道徳、体の「知・徳・

体」は、私の人生で大切なキーワードとなり

ました。中高6年間で、人間形成の土台が

つくられたと思います。

熊谷　卒業後は県立大学の母体の一

つ、姫路工業大学の機械工学科へ進学

〜「知・徳・体」を磨き時代を生き抜く〜

技術革新の根底にあるのは
人と人とのつながり

世界を驚かせた低燃費エンジンを核とする新世代技術「スカイアクティブ テクノロジー」や、開発・生産プロ
セスの画期的な効率化を図った「一括企画」によって、近年、高収益を挙げているマツダ（広島県）。その礎を
築いたのが、2003年から7年間、社長や会長を歴任された井巻久一さんです。現在は相談役の傍ら、母校で
ある兵庫県立大学の特任教授として「技術戦略論」を担当。次代を担う若者たちに、自動車産業における研
究・開発の戦略やフォード傘下時代のエピソードなど、長年培ってきた知識と経験を惜しみなく伝えています。

井巻 久一 さん

マツダ㈱相談役・
兵庫県立大学特任教授

公益財団法人ひょうご科学技術協会
理事長

熊谷 信昭
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井巻さんが在学していたころの姫路工業大学。
当時は姫路城の北、姫路市伊伝居地区にあった
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されました。当時の工学部では花形の学

科ですね。

井巻　実は大学のことはよく知りませんで

した。クラスの成績の良い連中がこぞって

志願するので、「じゃあ俺もいっちょう受けて

みるか」と（笑）。機械工学は急成長を遂

げている分野でしたし、数学の成績が良

かったので何とか通用するのではと考えま

した。

熊谷　大学時代の思い出といえば、どのよ

うなことが浮かびますか。

井巻　2年生の時に父親が病に倒れた

ため、実家の商売に追われたことですね。

数カ月間は大学にほとんど行けませんでし

た。退学も覚悟しましたが、高校3年生だっ

たすぐ下の弟が「せっかく入った大学をや

めたらあかん」と。結局、弟が家業を継ぐこ

とになったのですが、仕事に慣れるまでは

私が切り盛りしました。

熊谷　それは大変でしたね。単位の取得

に支障はなかったのですか。

井巻　授業はクラスメートに代返を頼み、

先生も見て見ぬ振りといった感じでした。

昔はおおらかでしたからね。そのうち弟が

仕事を一通り覚えたので、学業に専念でき

るようになりました。だから、弟に大学を出し

てもらったようなものです（笑）。

熊谷　井巻さんは中学から大学までバ

スケットボールをされていたそうで、体力が

あったから乗り切れたのでしょうね。家業の

手伝いに勉強にクラブにと忙しい中、研究

で印象に残っている出来事はありますか。

井巻　体力には自信がありましたが、今振

り返ってもよく体が持ったなと思うほどハー

ドな日々でした。丈夫に産んでくれた両親

に感謝ですね。研究といえば、ラグビー部

やテニス部の気の合った連中とキューポラ

（溶解炉）を建て、鉄を溶かして鉄アレイ

を作りました。

熊谷　体育会系らしい研究ですね（笑）。

井巻　キューポラを選んだのは「一番楽そ

うやな」という不真面目な理由であって、内

容はけっして褒められたものではないです

よ。大学時代に一番学んだのは、人と人と

の触れ合いの大切さ。授業の代返もそうで

すが、クラスメートしかり、家業の取引先しか

り、皆が協力してくれました。まさに「知・徳・

体」が磨かれた4年間だったと思います。
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熊谷　昔も今も、適度にまとまったキャンパ

スですから、おのずと学生同士の結び付き

が強くなるのでしょうね。

井巻　あの苦しかった時期を乗り越えられ

たのは周りの支えのおかげ。姫工大を選ん

で良かったとつくづく思いました。

出向先の社長の金言

熊谷　マツダに入社されたのは東京五輪

の翌年、1965年。庶民がマイカーに憧れた

時代でした。車のブランドはマツダでも、社

名はまだ東洋工業でしたね。

井巻　当時は業績が良く、週刊誌によると

大卒初任給のトップが東洋工業でした。毎

年60人ほどの採用だったのが、私が入社

する年は200人に拡大されて、そこにうまく

紛れ込みました（笑）。

熊谷　そのころ、マツダの 代 名 詞と

なった＊2ロータリーエンジンを搭載した車が

試作されるなど、業界の注目を集めていた

ようですが、入社を志望されたのも技術力

に興味を引かれたからでしょうか。

井巻　ロータリーに特別な思い入れはあり

ませんでしたが、業績はもっと伸びていきそ

うな予感がしました。既に大企業への地歩

を固めつつあったトヨタさんや日産さんより

も、新興のマツダで働くことに魅力を感じま

したね。ロータリーエンジンで思い出しまし

たが、入社試験の面接官はその開発リー

ダーで、＂ミスターロータリー＂と呼ばれた山

本健一さんでした。そんな方に「私を採用

すれば一人前の会社にしてみせる」と言っ

てしまったのです。

熊谷　よくもまあ、そんな大口を（笑）。山本

さんといえばマツダきってのエンジニアで、

後に社長になられた方ですよね。

井巻　深い意味はないのです。若気の至

りですね（笑）。でも、大口をたたいた以上

は、入社してから会長職を退くまで「一人

前の会社にしたい」という一心で仕事に取

り組んできました。ちなみに生え抜きの社員

で社長になったのは山本さんが2人目で、

その後、銀行やフォードからの出向者など

を挟み、3人目が私です。

熊谷　どこか因縁めいたものを感じます

ね。社内の雰囲気に成長の勢いを感じまし

たか。

井巻　入社式で当時の社長、松田恒次さ

んがピラミッドビジョンという構想を語られま

した。登場して間もないR360クーペやキャ

ロルといった小型排気量の車を底辺に、

今後はピラミッドの上部に当たる高級車を

造っていくというのです。驚いたのが、新人

研修で生産ラインのピットに潜った時。車を

載せる台の両端がホイールベースに合わ

せて動くのですが、その幅が大きく、相当な

大型車にも対応できるようになっていました。

「社長は時代の先の先まで読んでいる」

と思いましたね。

熊谷　これから飛躍する会社であるとにら

んだ、ご自身の選択に間違いはなかったと

確信されたのではありませんか。さぞ、希望

に胸膨らませて入社されたことでしょう。

井巻　いやいや、前途多難なスタートでし

た。新人研修の後、上層部から「おまえは

要らん子や」と言われ、広島市内のサプラ

イヤーに出向させられたのです。でも、「要

らん子」と言ったのは、若いうちに苦労させ

てやろうという会社の親心だと思いました。

熊谷　社長まで上り詰める井巻さんが「要

らん子」なんて言われて、よく前向きに受け

止められましたね。大抵の人は深く落ち込

みますよ。

井巻　私だって最初の1カ月は荒れました

マツダ㈱相談役・兵庫県立大学特任教授

井巻　久一（いまき　ひさかず）

　1942年、西宮市生まれ。65年、県立姫路工業
大学（現兵庫県立大学）を卒業し、東洋工業㈱（現
マツダ㈱）に入社する。本社では一貫して生産技術
を担当。フォード関係者からは「ミスター・マニュファ
クチャリング」と呼ばれた。技術本部長、本社工場
長、専務取締役などを歴任し、2003年に日本人で
は7年ぶりに代表取締役社長に就き、CEOも兼任
する。08年に社長を退任後は代表取締役会長、
相談役最高顧問を経て、現在は相談役。13年4
月、兵庫県立大学の経営審議会委員に就任し、同
年10月からは特任教授として大学院で「技術戦略
論」を講義している。05年には日本自動車研究者・
ジャーナリスト会議（RJC）の「2006年次RJCパー
ソンオブザイヤー」を受賞した。

地震予知の成功事例
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よ（笑）。それでも、何とか気を取り直して部

品を造る機械について一生懸命勉強し、

不良率の減少に努めました。ある日、出向

先の社長に呼ばれ、ぎしぎしときしむ階段

を上って2階の社長室を訪ねました。社長は

「大事なことを教えておく」と窓から見える

鉄筋造りの自社工場を指差し、こう言った

のです。「銭もうけするのは工場や。社長室

は銭もうけせん。だからここには投資せんの

じゃ」と。この言葉は、マツダの社長として

生産部門への投資を決断する時には必

ず思い出しました。同時に、生産現場を第

一に考えるという、サプライヤーのものづくり

に懸けるプライドや情熱がマツダを支えて

いるのだと実感させられました。

熊谷　それはいい言葉を頂きましたね。自

動車産業は裾野が広く、総合力が求めら

れます。マツダが製品力を高め、世界へ進

出していくためには、サプライヤーにも技術

力がなければなりません。

井巻　その通りです。本社に戻り、生産現

場を任されるようになってからは、地場のサ

プライヤーにもうけさせることを常に考えるよ

うになりましたね。

モジュール型生産を考案

熊谷　本社に戻ってからは、主にどのよう

なセクションを歩まれたのですか。

井巻　工場の最終工程、自動車を組み立

てるファイナルラインの生産技術が長かっ

たですね。最初は金型の生産技術に配属

されたのですが、その部門がファイナルラ

インも受け持つことになり、私が担当になり

ました。当時は多くの自動車メーカーがファ

イナルラインの技術力を軽視しがちで、マツ

ダも初工程の金型製造部門が最終工程

もカバーするという今思えば理解不能な組

織編成でした。

熊谷　自動車メーカーが製品を仕上げる

工程を重視しないというのは、今では考え

られませんね。そのような状況だと不具合も

たくさんあったのではないですか。

井巻　ありましたよ。リアコンビネーションラ

ンプを取り付けるのに、ボディー側のライト

ケースと干渉してうまくはまらないとか。生産

技術の社内基準が確立していないから、

上司も的を射た解決策を教えられないの

です。これは自分がやるしかないなと、問題

を一つずつクリアしていきました。

熊谷　さながらジャングルに道を付けてい

く感じだったのでしょうね。さらっとおっしゃい

ますが、そのご苦労は相当なものだったと

お察しします。

井巻　フロントガラスの接合方法がガス

ケットから接着剤へ移行する時には、接着

剤の開発もメーカーと一緒にやりました。年

配の職人に接合作業の指示を出すと、必

ず「若造が偉そうに。やれるものならやって

みろ」と返ってきますから、毎日、終業後に

練習をしました。接着剤が完成し、職人に

手順を説明すると案の定、「お前がやれ」

となりました。特訓の成果を披露し、「僕で

もこれぐらいできるのですから、皆さんなら

もっとうまくできますよね」と言うと、職人たち

は「当たり前じゃろ」と渋々、了承してくれま

した（笑）。

熊谷　そういう陰の努力の積み重ねによっ

て、現場の人たちとの信頼関係がつくられ

ていったのでしょう。技術うんぬんの前に、ま

ずは人と人とのつながりですね。井巻さん

のアイデアが生産技術に取り入れられるこ

とは多々あったでしょうが、特に印象に残っ

ているのは。

井巻　山口県の防府第2工場を建てる

公益財団法人ひょうご科学技術協会 理事長

熊谷　信昭（くまがい　のぶあき）

　1953年大阪大学工学部（旧制）通信工学科
卒業。同大学大学院（旧制）特別研究生、カリフォ
ルニア大学（バークレー）電子工学研究所上席研
究員などを経て、60年大阪大学工学部通信工学
科助教授。71年同教授。85年大阪大学総長。
91年同大学名誉教授。科学技術会議（現総合科
学技術会議）議員などを歴任し、2004年兵庫県
立大学長。10年兵庫県立大学名誉学長。現在、
国際電気通信基礎技術研究所会長、兵庫県科
学技術会議会長、その他。
　専攻は電磁波工学。工学博士。電子情報通信
学会元会長。米国電気電子学会Life Fellow。
　レーザー学会特別功労賞、電子通信学会業績
賞、電子情報通信学会功績賞、米国電気電子学
会Third　Millennium　Medal、中華人民共和
国白玉蘭賞、日本放送協会放送文化賞、高柳記
念賞、大川賞、日本学士院賞、瑞宝大綬章などを
受章。文化功労者。
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際、モジュール型の生産ラインを考えまし

た。1.2キロ程あるメーンのラインで全ての

部品を組み込むという従来の方式に変わ

り、サブアッセンブリーを組むラインを何本

か別に造り、運転席のインパネ周りなどはそ

こで組み立てて品質保証まで済ませるとい

うものです。それによってメーンの工程数が

減り、省スペース化、省人化にもつながりま

した。

熊谷　なるほど。それは画期的なシステム

ですね。他のメーカーも後に続いたのでしょ

うか。

井巻　導入の時期はまちまちでしたが、トヨ

タさんのような1車種当たりの生産量が多

いメーカーも採用するようになり、現在では

当たり前になっています。

フォードは人間性を重視

熊谷　井巻さんは子どものころから車に親

しまれていたのですか。

井巻　父親が家業で車を使っていたの

で、身近な存在でしたね。運転免許は高

校2年生で取得しました。

熊谷　私も車が大好きで、大阪城にあっ

た試験場で免許を取

りました。昭和20年代

の終わりだったと思い

ます。初めて買った中

古のプジョーで大学

に通ったのですが、ま

だ免許を持っている

人が少なく物珍しそう

に見られましたね。

井巻　大阪城に試

験場があったとは初

耳です。

熊谷　若いころからいろいろな車種を乗り

継いできましたが、マツダといえばロータリー

エンジンに代表される優れた技術力と洗練

されたデザインで上質の車を造るメーカー

というイメージがあります。確か、第1回日本

カー・オブ・ザ・イヤーを受賞したのはファミリ

アだったのでは。

井巻　＂赤いファミリア＂ですね。赤が似合

う格好いい車でした。内装もおしゃれで、後

部座席は応接のソファみたいに座り心地

が良かったです。

熊谷　そんなマツダもバブル崩壊による経

営危機に陥り、1996年には筆頭株主のア

メリカのフォード社が出資比率を33.4%に

引き上げて経営権を握り、ヘンリー・ウォレ

ス社長以下、多くの

役員が送り込まれま

した。当時の社内は

どのような雰囲気で

したか。

井巻　フォードに助

けてもらわないとどう

にもならないほど経営

は悪化していました

から、わらにもすがる

気持ちでした。ただ、

私自身はフォードの出向者に引け目を感じ

ることはなかったです。会議では異を唱え

ることもありましたし、毅然と振る舞うことで、

私に対する信頼を徐々に高めてくれたよう

に感じました。

熊谷　シビアなビジネスの世界でも、人対人

は大事ですね。井巻さんが社長に就任する

に当たり、ルイス・ブース前社長は「後任は井

巻さん以外に考えられない。ほかに選択肢

はない」と言ったと伝え聞いています。

井巻　当時は気付きませんでしたが、後々

振り返ると、フォードは何年も前から私を社

長にするための準備を進めていました。

1996年からフォードとのアドバイザリーボード

（経営諮問委員会）が3カ月ごとに開かれ

るようになり、マツダ側の出席者に専務と取

締役だった私の2人が選ばれました。最初

は末席だったのが、回を重ねるうちに真ん

中へと移っていき、いつしかマーク・フィール

ズ社長や後任のブース社長の隣で重要

な発言を任されるようになりました。

熊谷　それは興味深いお話ですね。企業

のトップの最大の使命は後任選びであると

も言われています。じっくりと時間をかけて、

井巻さんで間違いないと判断されたので

しょう。フォードの役員陣は井巻さんのどの

あたりを評価したのか聞かれましたか。

フォードCEOのアラン・ムラーリーさんと

モジュール型の生産ラインを初めて導入した防府工場は、生産工学や生
産技術の分野で著しい業績を挙げた組織、企業に贈られる「大河内記
念生産賞」を受賞した
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井巻　それは聞いていないですね。なにし

ろ、いきなり社長をやれという感じでしたか

ら（笑）。先ほど、熊谷理事長がビジネスの

世界でも対人関係が大切とおっしゃいまし

たが、フォードは従業員の人間性をかなり

重視する企業でした。

熊谷　アメリカの企業は一般にドライなイ

メージがありますが、日本企業よりも人間性

を大事にしているのですか。

井巻　そうです。フォードに比べると、今の

日本企業は総じて「知・徳・体」の「知」に偏

り気味だと思います。

フォードのすごさを実

感したのは、私に出

向者の人間性教育

をさせたことです。副

社長時代、「あなた

の部下を用意した」

とイギリス人の技術

者を連れてきて、「彼

は素晴らしい技師だ

が、人間性をさらに

向上すべく教育して

ほしい」と頼まれました。

熊谷　傘下の日本企業の井巻さんにそこ

まで依頼するのはなかなかできないことで

す。それだけ、フォードの上層部から信頼さ

れていたということですね。

井巻　私は役職に就いてからも、もちろん

社長就任後も、社内外の人に「井巻さん」

と呼んでもらっています。肩書に関係なく、

誰とでも分け隔てなく付き合いたいからで

す。フォードは日頃のそんな姿も見ていたの

かもしれませんね。

マツダ躍進の礎

熊谷　2008年にフォードから株を買い戻す

と同時に社長を退任されましたね。フォード

グループから独立したマツダは2013年に

過去最高益を記録しました。低燃費エンジ

ンを中心とする＊3「スカイアクティブ テクノロ

ジー」と、開発や生産プロセスの効率化を

図った＊4「一括企画」の導入が好況の要

因だと言われていますが、どちらも井巻さん

が社長在任中に種をまかれたものです。評

判の低燃費エンジンはどのような経緯で誕

生したのでしょうか。

井巻　素晴らしい技術屋がいました。その

芽をうまく伸ばすということに尽きますが、経

営トップが環境技術をどう捉えるかがポイン

トでした。自動車の環境技術は排ガス対策

だけでなく、生産から廃却までトータルで考

えることが大切です。電気自動車は走行中

には排ガスを出しませんが、電気をつくる発

電所からは排ガスが出ますし、バッテリーの

廃棄の仕方によっては環境に害を及ぼす

2005年、新型「ロードスター」の国内発表会でスピーチ

コンパクトカーの「デミオ」はマツダの看板車。現行の4代目は2014年9月の発売にもかかわらず、翌月に「2014-15 日本カー・オブ・ザ・イヤー」、続いて「2014
年度グッドデザイン金賞」を受賞した。1,500ccクリーンディーゼルエンジンはハイブリッド車を除けば、国内最高レベルの燃費30.0km/ℓ（JC08モード）を実現した
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恐れがあるかもしれません。本当に地球環

境に優しいかどうか、さまざまな角度から検

証しました。それに、通常の内燃機関の燃

焼効率（25〜30%）を認めるわけにはいか

ないという＊5＂向
むかいなだ

洋魂＂がありました。従来の

ガソリンエンジンやディーゼルエンジンを徹

底的に見直し、低燃費を実現できないかと

考えたのです。特に、ディーゼルはガソリンよ

りも燃費が優れ、燃料の軽油を精製する際

もガソリンと比べてCO2の排出量が少ない

という特徴があり、環境対策の切り札となり

ます。技術屋の非常識とも思える挑戦にマ

ツダの将来を賭けてみようと決断し、猛反

対するフォードを説得しました。

熊谷　開発には幾多の困難があったので

しょうね。

井巻　壁は高かったですね。マツダには素

晴らしい技術者がそろっています。低燃費

エンジンを完成させるには、社員一人一人

の可能性の芽を伸ばし、全社一丸となる必

要がありました。自動車メーカーとしては規模

が小さいことを逆手に取り、「部門の壁を低

く、薄く」と唱え続けました。社員が自発的に

いろいろとアイデアを出し合い、一丸となって

取り組んだ結果、非常識と言われたハード

ルを乗り越えられました。

熊谷　一括企画も小規模を逆手に取った

マツダならではのものづくりの考え方だと思

います。車台や部品を共通化することで複

数の車種を効率よく開発、生産し、多様化

するユーザーのニーズに応えることと、コス

トを抑えることの相反する要素を両立させ

ました。防府工場に導入されたモジュール

型ラインの延長線上のものと考えてよいの

でしょうか。

井巻　そうです。ファイナルラインだけだっ

たフレキシブル生産の仕組みを全てのセ

クションに取り入れました。社長だった2006

年に、今後生産する車はエンジンやエンジ

ンルームの構造、細かな点では溶接の箇

所を統一することで、一つのラインで複数

の車種を生産できる体制を整えました。現

在、4気筒1,300ccから6気筒3,700ccまで、

ガソリンエンジンもディーゼルエンジンも同じ

ラインで造っています。

技術革新は人ありき

熊谷　県立大学では次代の科学技術やも

のづくりを担う若者たちに、マツダで培った経

験を伝えていらっしゃいます。私はこれからの

科学技術にはハードウエアとソフトウエアに

加え、ヒューマンウエアがより重視されるように

なると思っています。ここで定義するヒューマ

ンウエアとは、技術と人間とのインターフェー

スにおける親和性や操作性、あるいは人間

の感性、心理などとの整合性や芸術性、デ

ザイン性、社会倫理との適合性などを指す

のですが、井巻さんはどうお考えですか。

井巻　全くその通りだと思います。「技術

戦略論」の講義はスカイアクティブの開発

エピソードを題材にしているのですが、先

日、ある大学院生のリポートに印象深いこ

とが書かれていました。「今まで技術の理

論ばかりを勉強してきて、技術革新とは無

機質なものだと思っていた。

しかし、井巻先生の講義

を聴くと、技術の間には必

ず人が介在しており、有機

質なものなのだと分かった」

と。無機質、有機質という

表現が正しいかどうかはさ

ておき、人が介在することに

気付いてくれたのはうれし

かったですね。人は誰でも

一人では生きていけません。日本が科学立

国だといっても、突き詰めていけば根底に

あるのは人と人との触れ合いです。車を運

転するのもドライバーです。そういう意味で

は、理事長がおっしゃるように、快適性能や

安全装備などはインターフェースが重要に

なってきます。

熊谷　本年度、兵庫県立大学は創立10

周年、創基85周年を迎えました。姫路工業

大学を卒業されて50年近くになられますが、

現在の母校はどのように映っていますか。

井巻　ブランドづくりに力を入れるべきでは

ないでしょうか。研究内容は素晴らしいもの

が多いのですから、もっと正当に評価しても

らえるようにならなければと思います。

熊谷　学外に向けての発信力がまだまだ

弱いというのは今後の課題ですね。昨年

の秋には、大学院生の案内で播磨科学

公園都市をご覧になり、高度産業科学技

術研究所で講義をされたと聞いています。

井巻　私のファンだと言ってくれる播磨理

学キャンパスの大学院生が招待してくれた

もので、講義の後の懇親会では質問攻め

にあいました。若い人のエネルギーをもらっ

て、楽しいひとときを過ごせました。

熊谷　質問というのは技術系に関してで

しょうか。

井巻　いえ、「人生とは何ぞや」的な内容

地震予知の成功事例

高度産業科学技術研究所で大学院生たちと
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が多かったです。技術に関してはキューポ

ラで精いっぱいだった私より、彼らの方が

はるかに詳しいですから（笑）。

熊谷　播磨科学公園都市はいかがでし

たか。大型放射光施設「SPring-8」やX線

自由電子レーザー施設「SACLA」など世

界でも有数の施設がそろっています。

井巻　播磨理学キャンパスの設備も充実

していますし、研究には素晴らしい環境で

すね。先日の経営審議会で、それらの施設

とポートアイランドのスパコン「京」を組み合

わせて、大きなことに打って出ましょうと発言

しました。加えて、来年度の審議会は播磨

科学公園都市で開催し、外部委員の皆さ

んにも見学していただきたいと提案すると、

ぜひやろうということになりました。

熊谷　大変有意義なことだと思います。外

部委員の方々にも最先端の科学技術に

触れていただきたいですね。

教育後進国への危機感

熊谷　経営者の視点から大学における

人材育成をどうお考えでしょうか。真に社会

に役立つ人材を育てるのは大学の重要な

使命の一つであり、国の将来を左右するこ

とにつながります。

井巻　大学が重責を果たすのは当然のこ

とですが、それよりも日本の大学進学率が

落ちていることを問題視しています。今や

OECD加盟国の平均よりも高いとは言えな

い状況で、教育後進国になりつつあります。

少子高齢化が進む中、若い人たちにはたく

さん勉強し、私たちの時代よりも何倍もアウト

プット力を高めてもらわなければ、国が持たな

くなるのではと危機感を抱いています。

熊谷　将来を期待される若い人たちの大

学進学率が低下しているというのは、大変

気になるデータですね。学生たちの学びに

対する意欲はどうでしょうか。

井巻　大変熱心だと思いますね。少なくとも

私の学生時代よりも、よほどしっかりしていま

す。彼らを見ていると日本の将来にも希望が

持てますよ。若い人たちに対し、ただただ「頑

張れ」と尻をたたくだけでは無責任ですか

ら、私も体が動くうちはお手伝いしようと、それ

が特任教授を引き受けた理由です。

熊谷　社会や企業が大学に求める人材

育成には2つの異なる要請があります。1つ

は現場ですぐに役立つ即戦力を求めるとい

う要請です。もう一方で、専門的知識だけ

でなく基礎知識と幅広い一般教養をしっか

り教え、新しい時代の進展に対応できる人

材を育成してほしいという要請もあります。

確かに企業ですぐに役に立つような教育は

賞味期限が短いということも言えますね。

井巻　会社生活は長いのですから、個人

的にはじっくりと能力を磨けばいいと思いま

す。今の世の中、5年先すら見通せないの

ですから、大学教育で全てを教え込むこと

は不可能です。先行きが不透明な中、企業

にとって大切なのは強靭な組織能力。いか

なる社会の変化、時代の変化があったとし

ても、それに対応できる人材や仕組みを確

保しておくことが重要です。例えば、トヨタさん

から燃料電池車が発売されると、世の中の

全ての車がそちらに変わりそうな印象を受け

ますよね。でも実際にはそんなことはないの

です。企業にはわが道を邁進しつつ、一方

では何が起きても対応できるよう、従業員一

人一人の能力を伸ばし、組織全体の強さを

高めておくことが求められます。

熊谷　最後に日本の将来を担う若い人た

ちにメッセージをお願いします。

井巻　20代のころから、取引先の方に「理

系の人なのに商いの話が通じる」とよく言

われました。家業を手伝った経験が知らず

知らずのうちに役に立っていたのですね。

学生時代は何にでも挑戦すればいいと思

います。勉強でもアルバイトでも、全ての経

験が「知・徳・体」を磨くことにつながります。

失敗も大いに結構。失敗によって初めて気

付くことも多 あ々るのですから。

熊谷　マツダのエンジニアとして数々の実

績を残し、社長としても社の躍進の礎を築

いた井巻さんが、県立大学で人材育成に

携わっておられることは心強い限りです。

これからも兵庫県の科学技術の振興のた

め、当協会にもご意見やアドバイスを頂け

ればと思います。

井巻　お力添えになれることがあれば何で

もさせていただきます。

熊谷　どうもありがとうございました。

＊1	 全人教育…健全な心身と高い学力を備え、社会
に貢献できる人材を育成するため、知識・技能教
育に偏ることなく、感性や徳性も重視し、人間性
を調和的、全面的に発達させることを目的とする
教育。

＊2	 ロータリーエンジン…エンジン内部で三角形の
おむすび形のローターが回転し、車軸を回す。一般
的なピストン式のエンジンより構造が簡単で振動
が少なく、軽量でパワーが出る。マツダが世界で初
めて量産に成功し、1967年発売のコスモスポー
ツから搭載した。

＊3	 スカイアクティブ	テクノロジー…自動車の基
本性能であるベース技術をゼロから見直し、革新
するというコンセプトで、2010年に発表した新世
代技術群の総称。徹底的に改良したエンジンや
変速機、軽量化したボディーなどから成る。15年
1月現在、6車種に採用しており、15年度内に8
車種まで増やし、各車種の平均燃費を08年比で
30%向上させることを目指している。

＊4	 一括企画…10年先までの全モデルの車格やセ
グメントを超えて、車台や部品の基本骨格を共
通化し、台数の変動や新車導入にスピーディー
かつ最少投資で対応できる生産体制を築くこと
で、より効率的に多品種の車を開発、生産すると
いう取り組み。単に「同じ部品を使う」ことではな
い。

＊5	 向洋魂…広島・本社工場の前に広がる瀬戸内の
海を＂向洋＂と呼ぶ。マツダでは誰も成し得なかった
目標に向かって果敢に挑戦する技術者魂、ものづ
くりにかける精神を＂向洋魂＂と呼んでいる。フォード
傘下にあっても、「マツダスピリット」ではなく「ムカイ
ナダダマシイ」と訳されていた。
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誕生が待ち望まれる新薬

　私たちの体は約60兆個の細胞でできており、各細胞の中には

さまざまなタンパク質が存在しています。それらのタンパク質

は一つ一つの細胞内にある核に収納された遺伝子を基につく

られるため、遺伝子が傷つけばタンパク質の機能もおかしくな

り、細胞の運命も変わってしまうのです。

　私が所属する神戸大学大学院医学研究科分子生物学分野

では、Rasというタンパク質に着目してきました。Rasは正常な

細胞にもあり、「細胞を増やせ」というシグナルを伝達するス

イッチのオン・オフを切り替える上で重要な役割を果たしてい

ます。このRasを含む細胞内の遺伝子に傷がついてがん化す

ると、スイッチがオンのままになって細胞増殖が止まらなくな

り、周囲の組織や臓器の破壊を繰り返しながら他の臓器に転移

し、体をむしばんでいきます。

　Rasの異常は大腸がんやすい臓がんなどの細胞に多く見ら

れることから、その働きを阻止する薬を開発できればがん治療

に大きく寄与すると期待されています。消化器系のがんはいま

だに手術で取り除く治療法が主流。新薬の完成によって、高齢

などで手術が困難な患者に使用したり、切除が困難な場合に投

薬してがんを縮小させてから取り除いたりということができ

ればと考えています。

手探り状態で始まった研究

　RasはGDP（グアノシン二リン酸）と結合しているときは不活

性型で伝達スイッチがオフの状態ですが、GTP（グアノシン三

リン酸）と結合すると活性型になって別のタンパク質と結合し

てシグナル伝達を開始します。指導教官である片岡徹教授の

研究室では、Rasと結合する新たなタンパク質が次々と発見さ

れ、2000年ごろからその機能を見極める研究が始まりました。

　私はそのタンパク質の結晶構造解析を任されたものの、通

常は理学部や工学部で行われる畑違いの分野。どうしたらい

いのかも分からず、専門書を読み、独学でそのタンパク質の結

晶化を始めました。でも、どれだけやっても結晶ができない。

そこで、練習のつもりで既に一部の構造が判明していたRas

のうち、あまり構造が分かっていないM-Rasで挑戦してみる

と、驚くほど簡単に結晶ができ、わずか3カ月でGDP結合型の

立体構造が解けてしまいました。

　ただ、そこからが苦難の連続でした。私たちが求めていた

GTP結合型の結晶ができる条件は非常に限定的で、X線を照

射して構造を解析できる大きさのものを作るために研究室の

学生と試行錯誤を繰り返すこと1年半。求めていた結晶が1つ

だけ見つかりました。初めは学生が沈殿物と勘違いしたほど

細くて小さな針状のもので、それを手掛かりにさらに細かく

条件を改善していくと、最終的にとても良い結晶に。SPring-8

でデータを解析してもらったところ、表面にポケットのような

穴が開いていたのです。

Hyogo EYE
科学研究の第一線を訪ねて

がん遺伝子産物を標的とする
がん治療薬を開発中

がんに直接関与する特定のタンパク質を狙い撃ち、その動きを止める分子標的薬。島扶美さ
んたちが取り組んでいるのは、大腸がんやすい臓がんなどに関わるタンパク質「Ras」を標
的とした、新しいカテゴリーの抗がん剤の開発です。世界初の革新的な治療薬の開発に向け
た研究が始まったきっかけは、「偶然の積み重ね」だったといいます。

神戸大学大学院医学研究科 教授　島 扶美さん
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偶然の積み重ねが大きな発見に

　当時の構造科学では、Rasには分子表面上に薬剤がくっつき

作用できるようなポケット構造はないと考えられていました。

そのため、結晶解析のプロたちの見解は「本来の形ではなく、結

晶の中でタンパク質の形が崩れただけではないか」というもの。

そんな時、一緒に研究してきた学生が机に積んでいたRasの構

造解析に関する論文の山の一番上、タイトルの「ダイナミック・

プロパティ（=動的な性質）」という言葉が目に留まりました。

　「結晶は止まっているものなのになぜ動的?」と妙な予感が

して読んでみると、「普段はポケットを閉じた状態だが、違う

状態もあるらしい」という旨が書かれていました。それを手掛

かりに、「私たちが見つけたものは開いた状態だったのかも」

とひらめき、NMR法で測定してもらったところ、予想通りの

結果に。Rasは標的タンパク質と結合しているときはポケット

を閉じますが、開いているときもあることを世界で初めて発

見しました。

　これにより、ポケットにぴったりと合う化合物を結合させ

ることでRasが引き起こす細胞がん化シグナルの伝達を遮断

するという、画期的な抗がん剤開発への道が開けました。たま

たまM-Rasを練習材料にしたこと、それを結晶化したものが

ポケットの開いた状態だったこと、私が実験室を訪れた時に

ヒントとなる論文が机の上にあったことなど、さまざまな偶

然が重なって今があります。

　その後、コンピュータシミュレーションで約4万種類もの化合

物の中からポケットに結合する候補物質を探索するという片岡

研究室での気の遠くなるような作業を経て、3種類の物質をが

ん治療薬開発候補として特定。「Kobeファミリー化合物」と命名

し、実際に結合させて抗がん作用を確認しました。現在は製薬

企業や化学合成メーカーと共同で薬を開発している段階です。

研究は一進一退ですが、一日も早くRas機能阻害剤を仕上げた

いと思います。

Hyogo EYE
科学研究の第一線を訪ねて

島 扶美（しま・ふみ）

加古川市生まれ。祖父を食道がんで亡くした5歳の時に「がんを治
す人になりたい」と決意し医師を志す。1991年に神戸大学医学部
を卒業後、同大学医学部附属病院、県立成人病センター（現県立
がんセンター）で研修医として勤務。98年、神戸大学大学院医学研
究科博士課程を修了（医学博士）。日本学術振興会特別研究員、
神戸大学大学院医学研究科の助教、講師、准教授を経て2015
年から教授。専門分野は生化学、細胞生物学、構造生物学。13年
にひょうご科学技術協会から本研究で学術研究助成を受ける。

中学2年生の息子を持つ島さん。研究と家庭との両立
のこつは、「車に乗った瞬間にスイッチが変わります」
という切り替えの速さだそうです。

起床し、息子の弁当作り
6：00前

車で息子を駅に送ってから出勤
6：50

研究室で実験に没頭
8：05〜17：00

学内会議に出席
17：30〜18：00

買い物してから帰宅し、ささっと夕食を調理
料理好きな息子が手伝ってくれることもしばしば

19：30

家族で夕食
20：00

就寝
22：00

研究室のメンバーと。生物物理学、農学、工学などさまざまなバッ
クグラウンドを持つ人材がそろっています

《用語解説》
Ras
低分子GTP結合タンパク質の一種で、転写や細胞増殖、細胞の運動性の獲
得のほか、細胞死の抑制など数多くの現象に関わっている分子である。
M-Ras
Rasの一種。アミノ酸配列（タンパク質の一次構造）が微妙に異なっている。
NMR法
有機化合物の構造決定において広く利用されている方法。原子核を磁場の
中に入れて核スピンの共鳴現象を観測することで、物質の分子構造を原子
レベルで解析する。
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自然科学分野の研究活動を支援 －2014（平成26）年度研究助成対象者を決定－

　ひょうご科学技術協会では、自然科学分野の研究活
動を支援するため、県内の研究者から研究計画を募集
し、研究資金を助成しています。
　2014年度は、研究者に対し、13年9月2日から10月
11日まで研究計画を公募し、応募のあった研究につ
いて当協会に設置する専門委員会で審査し、助成対象
者を決定しました。
　14年5月19日には、研究助成金の贈呈式と併せて、
受賞者による研究内容の発表会を行いました。

系分類 氏　名 所属・役職
［専門分野］

研 究 テ ー マ
研 究 の 背 景 と 意 義

電
気
・
電
子
・
情
報
系

天
あま

野
の

　　壮
しょう

兵庫県立大学
高度産業科学技術研究所

助教
　［レーザー・放射光科学］

「水の窓」3nm帯軟Ⅹ線連続発生レーザープラズマ光源の研究

波長3nm帯の軟Ⅹ線は「水の窓」と呼ばれ、水は透過してタンパク質に吸収されるため細胞のⅩ線顕微鏡への応用が
期待される。このⅩ線を達続発生する実用的小型光源をレーザープラズマによって実現する事を目指す。

佐
さ

々
さ

木
き

　拓
たく

生
お

（独）日本原子力研究開発機構
量子ビーム応用研究センター

任期付研究員
［半導体エ学・放射光利用］

特殊面方位基板を利用した高効率Ⅲ－Ⅴ族太陽電池の開発
Ⅲ-V族化合物半導体のインジウムガリウム砒素（InGaAs） は次世代太陽電池の基幹材料として期待されている。本
研究はSPring-8、BL11XUのその場Ⅹ線回折技術を用いて、特殊面方位基板上のInGaAs成長機構を明らかにし、太
陽電池の高効率化につなげる。

部
へ

家
や

　　彰
あきら

兵庫県立大学大学院
工学研究科
准教授

［半導体電子物性・薄膜形成］

シートコンピュータ実現のための軟X線照射によるBクラスタの低温活性化
安全安心な長寿命社会に向けて、軽量・高性能・低消費電力のシートコンピュータ（遠隔治擦［電子力ルテ］） ）や高効
率発電システムを構築するため、本研究では一般に高温（900℃） が不可欠なSi基板中のB不純物原子の活性化を放
射光施設NewSUBARUの高輝度軟Ⅹ線源を用い、200℃の低温で実現する革新的半導体プロセス技術を創出する。

医
学
・
薬
学
・
看
護
系

石
いし

橋
ばし

　信
のぶ

江
え

兵庫県立大学大学院
応用情報科学研究科

社会応用情報科学研究センター
プロジェクト研究員

［看護情報学・老人看護学］

高齢慢性心不全患者に対する遠隔看護介入プログラムの開発
慢性心不全患者の再入院率は3割以上と高く、特に高齢者の場合には6割近いという報告も見られ、高齢の心不全患
者が再入院を繰り返しているという現状がある。そこで本研究では、65歳以上の慢性心不全患者に対して、スマー
トフォンのテレビ電話機能を利用した遠隔看護が、再入院率の低下や心不全症状の悪化予防に有用であるかを検証
し、増加する慢性心不全患者に対する看護の需要に対応するとともに、新たな遠隔看護介入プログラムの開発を目
指す。

伊
い

藤
とう

　俊
とし

樹
き

神戸大学自然科学系
先端融合研究環

バイオシグナル研究センター
教授

［生化学］

がんの悪性化に関与するFerチロシンキナーゼの活性化機序の解明

チロシンキナーゼは細胞の増殖と運動性に深く関与する酵素である。本研究ではがんの悪性化に伴う術後不良と相
関するチロシンキナーゼFerの活性化機序を明らかにし、悪性腫瘍に対する治療戦略の導出を目指す。

上
うえ

山
やま

　健
たけ

彦
ひこ

神戸大学自然科学系
先端融合研究環

バイオシグナル研究センター
准教授

［分子薬理学・神経科学］

ケラチノサイトから脂肪細胞への分化・誘導シグナリングの解明と治擦への応用

皮膚（表皮・真皮・皮下脂肪）の発達・構築には、上記3層間の相互作用が重要である。本研究は、表皮から脂肪細胞へ
の分化シグナルを解明し、糖代謝障害や肥満に対する新規治療法の開発を目的・目標とする。

梶
かじ

本
もと

　武
たけ

利
とし

神戸大学大学院
医学研究科

助教
［分子生物学、生化学］

がん転移抑制剤の開発に向けたスフィンゴシンキナーゼ2の立体構造の解明
スフィンゴシンキナーゼ2 （SphK2） は、がんの転移促進因子である機能性エクソソームの形成に関わるタンパク
質であることから、SphK2の選択的阻害剤は有効な抗転移薬となることが期待される。本研究では、SphK2の主体
構造を明らかにすることを目的とし、最終目標としてSphK2を標的とした新規抗転移薬の構造ベース創薬を目指
す。

木
き

戸
ど

　良
よし

明
あき

神戸大学大学院
保健学研究科

教授
［糖尿病内科学］

日本人2型糖尿病候補遺伝子GCN2による膵β細胞量調節機構の解明
日本人の2型糖尿病患者を対象としたゲノム解析により、GCN2遺伝子の変異が有意な危険因子として同定された
が、発症機序については全く分かっていない。そこで本研究では、GCN2と2型糖尿病発症メカニズムの関連を解明
することを目的とする。

棚
たな

橋
はし

　俊
とし

仁
ひと 神戸薬科大学

准教授
 ［医療薬学、消化器病学］

エクソソームの循環型機能性短鎖RNAを指標にした血清バイオプシー
血清エクソソームには、マイクロRNAを代表とする機能性短鎖RNAが含まれ、体内を循環しながら幅広く生体反応
に関与する。肝線維化の安全かつ簡便な超早期診断の実現のため、血清エクソソームに含まれるあらゆる機能性短
鎖RNAを、高速シークエンサーで限界なく同定し、Exosome-RNA -Seq診断技術を創出する。

中
なか

山
やま

　博
ひろ

之
ゆき

大阪大学大学院
薬学研究科
准教授

［循環器内科学、分子生物学、薬理学］

心筋梗塞後心不全における転写因子Runx2発現の病態的意義の解明

心筋梗塞後に生じる心室の拡大は心不全を進行させ、その過程において筋線維芽細胞と呼ばれる細胞群が出現する
が、その機序と意義は不明である。本研究ではこの現象を制御する因子を明らかにする。

森
もり

田
た

　光
みつ

洋
ひろ

神戸大学大学院
理学研究科
准教授

［神経科学］

H2
17 O （酸素の同位体O17を含む水）を造影剤としたMRIによる脳内循環の画像解析

脳脊髄液と組織間液からなる流れ「脳内循環」を、MRIの造影効果がある17Oを含む水.を利用して、非侵襲的に画像
化する技術の確立に取り組む。これらの研究により、神経細胞を取り巻く環境の変化を的確に検出し、より効果的な
治療を行うことが可能になると期待される。

李
り

　　相
そう

亮
りょう 神戸大学医学部

附属病院　整形外科
助教

［整形外科（外傷・機能再建）・再生医療］

ヒトiPS細胞を用いた骨再生療法の開発

重症骨折などによる難治性骨折や骨欠損に対する有効な治療法は未だ確立されていない。骨欠損に対するヒトiPS
細胞を用いた骨再生療法を確立し臨床応用を目指すため、前臨床的な基礎的動物実験を計画した。

農
学
・
生
物
・

生
命
理
学
系

石
いし

崎
ざき

　公
きみ

庸
つね

神戸大学大学院
理学研究科
准教授

 ［植物分子生物学］

新興モデル植物ゼニゴケを用いた植物における栄養繁殖メカニズムの解析

多くの植物は、受精による有性生殖の他に、葉や茎などの栄養器官から直接クローン個体を再生する栄養繁殖を行
う。本研究では陸上植物進化の基部に位置する苔類ゼニゴケをモデルに、栄養繁殖の制御メカニズムを研究する。

今
いま

高
たか

　寛
ひろ

晃
あき

兵庫県立大学大学院
工学研究科

教授
　［タンパク質エ学］

人工ウイルス粒子の試験管内作成・医工学への応用

ウイルスはカプシドタンパク質が自己集合したナノ粒子である。本研究はウイルスカプセルを人工的に試験管内で
組立て、腫瘍細胞に対するドラッグデリバリーやバイオイメージングに応用する、というものである。

助成対象者と研究テーマ
学術研究助成：

（敬称略、系ごと 50音順）
生活と産業の高度化に貢献する優れた研究および若手研究者が行う創造的な基礎研究に対する助成

（上限助成額 100万円 /件　助成件数 35件　応募件数 186件）

研究助成金贈呈式
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自然科学分野の研究活動を支援 －2014（平成26）年度研究助成対象者を決定－ 系分類 氏　名 所属・役職
［専門分野］

研 究 テ ー マ
研 究 の 背 景 と 意 義

農
学
・
生
物
・
生
命
理
学
系

遠
えん

藤
どう

　玉
たま

樹
き

甲南大学
先端生命工学研究所

講師
 ［生体分子機能工学］

翻訳反応を調節し得るmRNA構造の熱安定性と構造特性との相関解析
近年、メッセンジャーRNA（mRNA）が形成する特異なRNA構造が、翻訳の伸長反応速度を調節することでタンパク
質機能を調節している可能性が示唆されている。本研究では、mRNAの構造と熱安定性とを相関させ、mRNA高次構
造による翻訳反応速度への影響を解析する。

阪
さか

ロ
ぐち

　雅
まさ

郎
お

兵庫県立大学大学院
生命理学研究科

教授
 ［細胞生化学］

真核細胞におけるABC輸送体のオルガネラ選別輸送

細胞には、膜を越えていろいろな物質を輸送するためにABC輸送体というタンパク質が、多種類存在する。これら
がどのようにして細胞の中や表面などの「働く場所」まで運ばれるのかを解明する。

澤
さわ

井
い

　仁
ひと

美
み

兵阜県立大学大学院
生命理学研究科

助教
［生物無機化学、蛋白質科学］

高分解能Ⅹ線結晶構造解析によるへム輸送機構の解明
ヘム（鉄ポルフィリン錯体）は、全ての生物に必須の生理活性物質であり、酸素の運搬貯蔵などの重要な生理機能を
担う。しかし、食餌や生合成などにより獲得したへムの生体内輸送機構は、未解明である。本研究では、近年になって
初めて同定されたへム輸送タンパク質の立体構造を原子レベルで決定し、へム輸送機構の解明を目指す。

柴
しば

田
た

　直
なお

樹
き

兵庫県立大学大学院
生命理学研究科

准教授
［結晶構造解析・構造生物学］

Wntシグナル伝達系因子のSUMO修飾に関する構造生物学
Wntシグナル伝達経路の異常、関連遺伝子の損傷が生じると種々の疾患、特に悪性腫瘍を引き起こす可能性が高くな
る。そのため、この伝達経路は厳密に制御されているが、Wntシグナル因子のSUMO化修飾もその一端を担っている
と考えられている。その仕組みを明らかにすることを目指してSUMO化Wntシグナル因子等の主体構造を解析する。

柴
しば

田
た

　幸
ゆき

政
まさ

関西学院大学大学院
理工学研究科
博士研究員

［発生生物学］

ヒストンアセチル化による転写抑制を介した細胞運命維持機構の解明

細胞は一旦分化した後その状態を維持する事で、個体内の細胞種の多様性が維持される。分化状態を維持する分子機
構には、ヒストンアセチル化を介した遺伝子の転写抑制機構があるが、本研究ではそのメカニズムの解明を目指す。

菅
すが

原
はら

　文
ふみ

昭
あき 兵庫医科大学生物学 

講師
 ［発生生物学・進化生物学］

ヤツメウナギとヌタウナギから探る脊椎動物最古の脳の発生プラン
現生の脊椎動物のうち、最古に我々と分岐した円口類ヤツメウナギ、ヌタウナギを用い、脳の領域化遺伝子の発現パ
ターンおよびその機能を比較することで、初期の脊椎動物がどのような脳の発生プランを持っていたのか理解する
ことを目的とする。

源
みなもと

　　利
とし

文
ふみ

神戸大学大学院
人間発達環境学研究科

特命助教
［水域生態学］

環境DNAを用いた在来および外来オオサンショウウオの分布状況調査
オオサンショウウオは日本固有の両生類であるが、京都府で外来種の侵入と交雑が報告され、他地域でも外来種の侵
入が懸念される。本研究では水中のDNAを調べて生物をモニターする手法で兵庫県下における在来種および外来種
の分布調査を行い、保全に向けた基礎情報を取得する。

森
もり

垣
がき

　憲
けん

一
いち

神戸大学自然科学系
先端融合研究環

遺伝子実験センター
准教授

［生物物理学］

パターン化脂質膜を用いたGタンパク質共役型受容体のラフト親和性解析

生体膜の微小ドメイン（ラフト）は、Gタンパク質共役型受容体（GPCR） による情報伝達機能に関与するものと考え
られている。本研究では、ガラス基板に固定化した人工膜を用いて、ラフトとGPCRの結合を定量的に測定できる方
法を開発する。

機
械
・
建
設
・

計
測
・
制
御
系

田
た

中
なか

　誠
せい

一
いち 明石工業高等専門学校

助教
　［流体エ学・熱工学］

自吸機能を持つバルブレスマイクロポンプの開発
マイクロ流体デバイスの発展に伴い微小領成の流体輸送を担うマイクロポンプの実用化が課題となる。中でも可動
部を排した簡単構造のバルブレスマイクロポンプの実用化には、使用試薬量削減や利便性向上のため、内部に液体
が満たされていない状態から液送可能とする必要がある。本課題では、申請者らが開発したディフフューザ型バル
ブレスマイクロポンプを基礎に、自吸機能を持つバルブレスマイクロポンプの実現を目指す。

日
ひ

出
で

間
ま

　るり

神戸大学自然科学系
先端融合研究環
重点研究チーム

助教　
［非ニュートン流体・レオロジー］

マイクロ流路を用いた弾性乱流発生メカニズム解明への実験的基盤構築

マイクロ流路に高分子や界面活性剤を含む粘弾性溶液を流すと、弾性乱流と呼ばれる不安定な流動が発現する。こ
の現象はインクジェットプリン夕、3Dプリン夕、Lab on a chipなどの技術に関わる重要なものである。本研究では、
弾性乱流の発生メカニズムを詳細に調べる。

材
料
・
物
性
・
化
学
系

臼
うす

井
い

　健
けん

二
じ

甲南大学
フロンティアサイエンス学部

講師
［生体高分子化学］

人工ペプチドとDNAを用いたミネラリゼーションの精密制御
本研究では、バイオミネラリゼーションに肴目し、無機物沈殿能を有するべプチド（小型タンパク質）を用いて、
DNA上での位置特異的制御や超音波などによる形状・形成制御を試み、新材料開発に寄与する高度ナノ沈殿法の確
立を目指す。

大
おお

谷
や

　　亨
とおる

神戸大学大学院
工学研究科
准教授

［生体材料、医用高分子］

高齢化社会に向けた安全・安心性を付与する抗血栓性コーティング剤の開発
高齢化社会が進行しているわが国において国民が最も不安となる脳梗塞や心筋梗塞の治療には、長期にわたって安
全に使用可能な人工血管の実用化が不可欠である。本研究では、人工血管用コーテイング剤を合成・評価し、患者が
安心して使用できる人工血管の実現を目指す。

小
こ

山
やま

　岳
たけ

秀
ひで

兵庫県立大学大学院
物質理学研究科

助教
 ［固体物理］

希土類化合物で起こる絶縁体金属転移の核磁気共鳴法による機構解明
電子同士の強い相互作用で絶縁体状態が実現している物質群では圧力を加えることで金属状態に転移するものが
存在する。そして、その転移後の金属状態では標準的な金属とは異なる物性の発現が期待される。本研究では圧力下
核磁気共鳴実験を行い、ミクロな観点から希土類化合物で起こる絶縁体金属転移の機構解明を目指す。

建
たて

石
いし

　寿
ひさ

枝
え

甲南大学
先端生命工学研究所

助教
［生命化学、生体機能科学］

極限環境により誘起されるDNA特殊構造を活用したDNAスイッチの開発
核酸（特にDNA）の構造や安定性を制御することは、細胞内の遺伝子制御法の開発だけでなく細胞外で核酸をセン
サーなどの材料として活用するために重要である。本研究では、高塩濃度などの極限環境下における核酸－共存溶
質の相互作用を活用した核酸構造制御法を開発することを目指す。

長
なが

濱
はま

　宏
こう

治
じ

甲南大学
フロンティアサイエンス学部

講師
 ［生命高分子化学・バイオマテリアルサイエンス］

抗がん剤から成る超分子ナノ組織体の創製と抗がん活性増強効果に関する研究
ナノキャリアを用いた既存の抗がん剤送達システムでは、抗がん剤担持量が低いことに起因し、抗がん活性増強と
副作用軽減の両立が困難であった。本研究では、超分子化学的手法により、抗がん剤から成るナノ組識体を作製し、
ナノキャリアに依存しない抗がん剤自己送達システムを構築することにより、抗がん活性増強と副作用軽減の両立
を目指す。

三
み

浦
うら

　永
え

理
り

兵庫県立大学大学院
工学研究科
准教授

［金属加工学・生体材料学］

Auマーカ一法を用いたTi-（Nb,Ta）合金の酸化膜形成機構の解明

チタンの酸化物である二酸化チタンがチタン合金の表面にどのように形成されるかを明らかにし,金属のような延
性や靭性を持ちながら,ロの中に装着しても目立ちにくい「白い金属」の開発につなげる。

八
や

重
え

　真
しん

治
じ

兵庫県立大学
大学院工学研究科

准教授
［表面工学・光電気化学］

廃棄物を利用した貴金属の高効率回収技術

使用済みの家電製品やパソコンなどは希少資源を多く含む都市鉱山として注目されている。電子機器に欠かせない
半導体素子製造で大量に廃棄されているシリコンの切削屑を利用した都市鉱山からの貴金属回収を目指す。

物
理
・
環
境
・
基
礎
・
学
際
系

稲
いな

積
づみ

　真
しん

哉
や

明石工業高等専門学校
都市システム工学科

准教授
［土木工学・地盤工学］

廃棄物処分場における浄化促進型遮水壁の技術開発に関する研究
廃棄物処分場の環境安全性を持続ならびに保障するためには,廃棄物保有水の完全封じ込め環境における保有水の
浄化促進機能を担わせることが有効である。本研究では,廃棄物処分場における側面遮水工に対して,さらに埋め立
てられた廃棄物保有水の浄化促進効果をも発揮しうる側面遮水工の高度化を目指し,遮水・保有水浄化促進型の銅
製遮水工を提案・検討する。

佐
さ

藤
と

根
ね

　大
ひろ

士
し

兵庫県立大学大学院
工学研究科

助教
［粉体工学・化学工学］

ケミカルフリー水処理のための圧力応答性粒子の作製
排水処理に使用される粒子は、処理後の浄水に残存しないケミカルフリーな処理が求められる。このため本研究で
は、高圧力下では粒子が分散して有害物質を吸着でき、常圧では粒子が凝集して容易に回収可能となる、圧力応答性
粒子の作成を目的とする。

田
た

畑
ばた

　智
とも

博
ひろ

神戸大学大学院
人間発達環境学研究科

准教授
　［土木環境システム工学］

雇用と木質バイオマス生産量の安定確保に資する手法論の開発と政策への通用 －産業間の人材移転を事例として－
本研究課題は、建設業から林業等への人材移転による木質バイオマスの生産性を確保するための手法論を構築し、
兵庫県への通用を行う。これにより、林業等における雇用の安定確保と再生可能エネルギ一生産に資する政策に貢
献する。

山
やま

地
じ

　一
かず

代
よ

神戸大学大学院
海事科学研究科

准教授
 ［大気環境学］

瀬戸内海周辺地域を対象としたPM2.5汚染評価モデルシステムの構築
大気環境問題が深刻なアジア諸国において、近年、Particulate Matter 2.5 （PM2.5） 汚染が注目されている。本研究
では、兵庫県南部を中心とする瀬戸内海周辺地成を対象とした、PM2.5汚染評価モデルシステムを構築する事を目
指す。
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　ひょうご科学技術協会では、播磨地域に事業所を有する企業や個人事業者を対象に、新分野進出や新事業創出を図るた

めの研究開発事業に対して助成金を交付しています。また、2014年度からの新たな事業として、県内の研究開発型ものづく

り企業の技術高度化のため、企業の技術ニーズと県内大学の研究シーズをマッチングさせています。さらに、当該研究に携わ

る大学院生の研究レベルの向上を図ることを目的に、研究費用の一部を助成しています。

　14年度の助成対象企業、助成対象者は以下の通りです。

県内企業の技術高度化などを
目的とした研究開発を助成
－技術高度化研究開発支援助成事業－
－企業・大学院連携研究事業－

● 技術高度化研究開発支援助成事業

● 企業・大学院連携研究事業

※次ページから、それぞれの事業により助成を受けた㈱本田商店、神戸学院大学の研究を紹介しています。

対象企業 対象事業名
ハリマ工業㈱ 「2 段駆動金型によるステンレス鋼板の高性能深絞り加工技術の開発」

マルカ電機工業 「高効率モーター改造によるコイル切断装置開発事業」
㈱本田商店 「世界文化遺産　姫路城の桜花由来の野生酵母等による地酒を醸造」
㈱ユニバル 「足の疲労の軽減・歩行安定性・履き心地の良さを両立させた靴下の開発」
D-JK ㈱ 「花火仕掛けの安全性・確実性・環境性に優れた点火用連結具の開発・販売」

対象大学 研究の課題名、①指導教官名（所属、役職）、②大学院生名（専攻、年次）、③企業名

兵庫県立大学

全固体薄膜リチウム二次電池用負極の開発、①岡 好浩（大学院工学研究科 電気系工学専攻、准教授）、②松本 英良（電
気系工学専攻、博士前期課程2年）、③清水電設工業株式会社
航空機部品用ステンレス鋼15-5PHのタッピング加工に関する研究、①奥田 孝一（大学院工学研究科 機械系工学専
攻、教授）、②林 稔之（機械系工学専攻、博士前期課程2年）、③株式会社オオナガ
難削材の切削・研削加工におけるクーラントに混入した不純物が加工面品位に及ぼす影響効果に関する研究、①児玉 
紘幸（大学院工学研究科機械工学専攻、助教）、②竹中 佑樹（（機械系工学専攻、博士前期課程2年）、③カコテクノス株
式会社
ポリキャピラリーを用いた高感度超軟X線蛍光分光分析技術の開発、①神田 一浩（高度産業科学技術研究所、教授）
②貴傳名 健悟（電気系工学専攻、博士前期課程2年）、③合同会社シンクロトロンアナリシスLLC
大量培養珪藻からのバイオディーゼル原料となる油滴回収のための低コスト細胞破壊方法、①菓子野 康浩（大学院
生命理学研究科 生命科学専攻、准教授）、②武田　諒也（生命科学専攻、博士前期課程2年）、③イーエス・テクノロジー
株式会社

神戸大学

建築物外皮の改修による省エネルギー効果評価方法の実証研究、①竹林 英樹（工学研究科建築学専攻、准教授）、②松
川 啓介（工学研究科建築学専攻、M2）、③山陽建材工事株式会社
棘突起スペーサーの開発、臨床応用、①西田 康太郎（整形外科学、講師）、②伊藤 雅明（整形外科学、M1）、③株式会社
木下技研

甲南大学

免疫療法の確実性および安全性の向上に資する研究、①西方 敬人（フロンティアサイエンス研究科、教授）、②石川 
真美、井上 貴裕（フロンティアサイエンス研究科、修士1年生）、③医療法人再生未来
電波による生体分子挙動変化を観測できるシステムの構築、①臼井 健二（フロンティアサイエンス研究科、講師）、②
熊野 朱里（フロンティアサイエンス研究科生命化学専攻、修士2年生）、③株式会社ディーエスピーリサーチ

関西学院大学 酢酸菌の遺伝子改変技術に関する構築、①藤原 伸介（理工学部生命科学科、教授）、②石井 友理（生命科学専攻、M1）、
③マルカン酢株式会社

神戸学院大学 小豆の煮汁および灰汁（渋切水）の健康機能性食品開発研究、①水品 善之（栄養研究科、准教授）、②木村 明博（栄養学
研究科・栄養学専攻、修士課程1年次）、③株式会社御座候
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HSTAの事業

　姫路の新たな名産品として、他
にはない姫路ならではの地酒を開
発したかったのです。業界の常識
として、日本酒の醸造には日本醸
造協会が発売する専用酵母を使
い、野生の酵母はほとんど使いま
せん。花の酵母、しかも姫路城の

桜から取った酵母なら、オンリーワンになると思いました。

　まず、桜の花から日本酒の醸造に適する酵母を見つけ出
さないといけません。この部分に関しては、姫路独協大学薬
学部の川井眞好准教授の研究室が担当してくださいまし
た。2013年春、姫路城内で咲いている桜の花を摘み、その花
を液体培地に入れて、付着している菌を増やします。増えた
菌の中から酵母菌だけをすくい出した結果、242種類の酵母
を採取できました。
　次に、その全てに関して、アル
コールの発酵能力や耐性力、酵
母の増殖を妨げるものではない
か、などを調べていきます。する
と、2種類だけが日本酒の醸造に
適することが分かりました。

　昨年の春から、桜の酵母を使って醸造試験を始めました。
最初は2ℓのビーカーで小試験を行い、その後、12月に本格
的に仕込みました。発酵がゆっくりでしたので、様子を見な
がら水を加えたり、温度を調節したりして、発酵を促しまし
た。発酵期間は専用酵母に比べると少し長めで、35日ほどか
かりました。

　
　アルコール度数は14度で日本酒
度は－7。しっかりとした酸味が
あって、白ワインのような風味で
す。アルコール度数は低めですが、
風味に特徴が出ればいいと思って
いたので、いいお酒ができたと自負
しています。後口に少し渋味や苦味
が残りますが、熟成させることでよ
りまろやかになると思います。
　4月から姫路市内の小売店や土産
物店で販売する予定です。姫路城は
外国人観光客が多いので、英語のラ
ベルを貼ったものも用意できればと思っています。

　小規模の醸造試験では香味を確認しにくいので、試作は
大規模に行わなければ意味がありません。助成していただ
いたおかげで、スケールアップして醸造できました。また、
香りの成分や酸の成分など、醸造中の酒の酒質分析を県立
工業技術センターがしてくださったので、より細かいデー
タをそろえることができました。

　もっと香りを豊かにするために、次回の仕込みの際は発
酵の具合を少し変えてみようと思っています。酵母の発酵
具合はその年その年で微妙に違いますので、発酵の状況を
見ながら、味を見ながら、さらにおいしい酒にしていきたい
ですね。
　また、桜に続く第2弾として、姫路独協大学内に植生する
食用菊から取り出した酵母で醸造試験を開始しています。
これからも、さまざまな花の酵母を試してみたいです。

姫路城の桜から採取した野生酵母で
他にはない地酒を新たに醸造

株式会社本田商店 代表取締役社長　本田 眞一郎さん
研究室室長　朴 杓汝さん

技術高度化研究開発支援助成事業

Q なぜ桜の酵母で酒を醸造しようと思ったのですか

Q 桜の酵母はどのようにして発見したのですか

Q 桜の酵母で醸造する際の苦労は

Q 助成金は役立ちましたか

Q 今後の展開について教えてください

Q 完成した日本酒の出来は

世界文化遺産 姫路城の
桜花由来の野生酵母等による地酒を醸造

本田眞一郎 社長

野生酵母をシャーレで培養

発売予定の日本酒

株式会社本田商店
　TEL 079（273）0151
　http://www.taturiki.com/
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　姫路市に本社を構える食品加工メーカー、株式会社御座
候と連携し、あんの製造工程で生じ廃棄される小豆の煮汁
から化粧品や医薬品、健康機能性食品などに活用できる有
効成分の発見・抽出に取り組んでいます。

　大学院に進学した2014年3月、研究テーマとして指導教官の
水品准教授に与えられたのが「小豆の煮汁の有効活用」でし
た。㈱御座候との連携は前年に始まっており、小豆の煮汁にお
ける有効成分の有無を探る初歩実験を終えた段階でした。

　まず、小豆の煮汁を凍結乾燥や減圧・加温（右上の写真）に
より約3分の1に濃縮。そこに約10倍量のエタノールを加え
てミキサーで混合し、超音波処理で成分をエタノールに抽
出します。その後、遠心分離機にかけ、上澄みのエタノール
抽出液を乾固したものから有効成分を探しつつ、動物実験
などで効果を検証します。
　10ℓの煮汁を3週間で使い切るペースで、他にもさまざま
な抽出方法を試みつつ、1人で地道にデータを集めています。

　器具を使っての実験そのものですね。初めての実験操作
ばかりで、当初はデータそのものが間違っているのか、そも
そも効果がないのかさえ判別できないような状態でした。
最近やっと実験のこつがつかめ、データも安定するように
なってきました。

　実験開始から3カ月後、抽出された有効成分を精製した
上で化学構造の決定に成功しました。その成分にアトピー
性皮膚炎や花粉症をやわらげる抗アレルギー作用、かぶれ
や湿疹、肌荒れなどを抑える抗炎症作用を実証し特許を出
願しました。そして、出願完了後の8月には学会発表を行い
ました。
　しかし、一応は結果が出たものの現状では18ℓの煮汁か
ら約6gしか有効成分を採取できません。手間と時間、コスト
が掛かりすぎ、実用化にはまだまだ課題が残っています。

　有効成分を単純かつ効率的に抽出できる方法を探し、有
効成分を活用した商品の開発を楽に進められるようにした
いです。そこで、抽出時の手順や使用する試薬を変えるなど、
現在は独自に仮説を立て、試行錯誤を繰り返しています。
　修士課程の残り1年間で他種類の成分を見つけたいとも
思っており、実験後の残りかすから新たな成分があるかさ
らに検証を進めています。

　試薬や実験器具などの消耗品のほか、学会発表の際の交
通費や宿泊費に活用しました。研究成果が出るまでには多
くの費用を必要とするため、手探りの段階で助成金が頂け
るのはとても助かりました。

　大学院に入るまでは卒業後は調理師として働こうと決め
ていました。小さいころから料理が好きで、料理人になりた
いという夢があったからです。研究室に入ったのも、料理を
するに当たり、食材本来の機能を学んで病気を予防できる
食事についての知識を深めたいと考えたからです。しかし、
研究を進めるうちに研究職の面白さが分かってきました。
今後は、博士後期課程（ドクターコース）に進み研究者にな
る道も視野に入れつつ、じっくりと進路を選びたいと思い
ます。

小豆の煮汁から有効成分を抽出し
健康機能性食品の開発を

神戸学院大学大学院栄養学研究科 修士課程1年　木村 明博さん

神戸学院大学栄養学部 准教授

水品 善之さん

HSTAの事業

　半年ほどでここまでの成果が出せたこ
とは幸運でした。提携企業と協働し煮汁
の成分を利用した商品開発に進む際に
は、研究を指導する立場としての活躍も
期待しています。

指導教官の声

企業・大学院連携研究事業

Q 研究の概要は

Q 始めたのはいつですか

Q 現在までの成果は

Q 今後の目標を教えてください

Q 助成金はどのように使いましたか

Q 木村さん自身の今後の目標は

Q 研究はどのように進めているのですか

Q 一番苦労したことは何ですか

小豆の煮汁および灰汁（渋切水）の健康機能性食品開発研究
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由紀精密の大坪社長が
中小企業が生き残るための方策を講演

　開会に先立ち、播磨ものづくりクラスター協議会の齋木俊

治郎会長が、「技術は国境を超え、通貨の価値をも超えるとい

われ、技術をベースにしたビジネスモデルの構築が大変重要

になってきています。本日のお話が皆さまの大きな資産となる

ことに期待を寄せています」とあいさつ。

　続いて大坪社長が登壇し、自己紹介に代えて、東京大学大学

院在学時の超微細な立体構造物の形成を軸とした研究や、ベ

ンチャー企業勤務時の3次元データのみで紙の図面を一切使

わない金型造りの企画・開発について語りました。

　次に、電子機器メーカーの下で金属部品を製造してきた由

紀精密の1950年の創業からバブル期までの歩みを振り返り、

「2006年、29歳の時に経営を立て直すため、祖父が興した由紀

精密に入社しました」と本題へ。受注先2社で売上の8割を占め

ていた状態から、航空宇宙機器や医療機器など新しい分野に

進出し100社以上からの受注獲得に至るまでの取り組みを、会

社のブランディング、大手航空機エンジンメーカーの認証工

場の認定やJISQ9100など各種認証の取得、技術力の向上とア

ピールを目的とした加工が難しい素材での部品サンプル造り

や小型衛星の設計・製造と順を追って説明しました。

　さらに、輸出の主体が大企業である日本の産業構造に触れ、

「他国では中小企業も最初から世界のマーケットを見ていま

す。ですが、海外の展示会に出展する日本の会社はほんのわず

かです」と訴え、航空宇宙分野の海外市場開拓に向けて単独で

フランス、アメリカの展覧会に出展したこと、そこでの同業者

との交流の内容を報告しました。

　一方で、部品単独では加工技術の

高さや品質の良さがなかなか伝わ

らないといった悩みを打ち明け、打

開策として時計師や工具屋とタッ

グを組んで90%以上削り出し部品

で最高級機械式腕時計を製造した

ことを紹介しました。加えて、東京大学やベンチャー企業と共

に現在取り組んでいる、小型衛星を使って宇宙のごみを落とし

掃除するという長期プロジェクトにも言及。「大きな夢を実現

するためには、いろいろな人を巻き込むことと最後までやり切

ることが重要ですね」と話しました。

　会場からの「現場をどのように巻き込んだか」「社員との温

度差は」との質問には、「多様な考え方を認め合うことを重視し

つつ、社員が幸福で、創業後100年を迎える2050年においても

生き残りを目指す〝100年ビジョン″を作成し、頻繁にミーティ

ングを行って社内の意識を共有しています」と返答。また、技

術の継承についての問いには、自ら技能者の技術を聞き出し、

書面にまとめてシェアしていると話して会場を驚かせました。

　最後に、はりま産学交流会の片岡孝次会長が、「これからもま

すます、中小企業を刺激するような＂ものづくり＂と＂ことづくり＂

に励んでいってほしい」と締めくくりました。先進的なものづく

りや経営に関するヒントが随所に散りばめられ、参加者からも

次々に質問の手が挙がるなど有意義な時間となりました。

講師の大坪社長

ものづくりシンポジウム2015「小さな町工場の大きな夢」を開催 HSTAの活動

　当協会、姫路ものづくり支援センター、播磨ものづくりクラスター協議会、はりま産

学交流会が共催する「ものづくりシンポジウム」。6回目となる今回は、下請けの町工

場から技術開発型企業へと業種転換を目指す株式会社由紀精密の大坪正人社長

を講師に開催しました。「小さな町工場の大きな夢」と題して、国内市場の縮小や価

格競争の激化に負けず、中小企業が生き残り発展していくための一つの道筋を示し

ていただきました。

日　　　　時 ： 2015年2月20日 15：00〜17：00
場　　　   所 ： 姫路商工会議所
対　　　   象 ： 全般（主に経営者や管理職の方）
参  加  者  数 ： 170人

開
催
概
要

 　株式会社由紀精密

事業内容 ： 宇宙、航空、医療機器、精密電子機器等の部品の加工・製造
※2014年、経済産業省より「がんばる中小企業・小規模事業者300社」に選定

所 在 地 ： 神奈川県茅ヶ崎市円蔵370-34
　　　　　 http://www.yukiseimitsu.co.jp/
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日本のエネルギー・環境政策は3E+Sで考える

　わが国のエネルギー・環境政策を考えるに当たっては、

Energy security（エネルギー安全保障）、Economic Efficiency

（経済性）、Environmental conservation（環境適合性）の3つ

の視点が必要です。この3つをバランスよく取り入れ、さらに

safety（安全性）の“S”を加えた「3E+S」を基盤にして考えなく

てはなりません。

　エネルギー安全保障については、民主党政権時代の政策で、

2030年に「自主エネルギー」が占める割合を70%に引き上げる

という目標を掲げました。原子力も原材料のウランは輸入し

ていますが準国産の自主エネルギーで、一旦稼働し始めると2

年は使え、化石燃料と比べて備蓄性が高く、安定性のあるエネ

ルギーです。しかし、福島の原発事故により稼働が止まり、エ

ネルギー安全保障政策の目標達成は厳しくなっています。

　次に、経済性についてです。日本の原子力技術は世界に誇れ

るレベルですが、いまだ原発をフルセットで輸出したことが

ありません。福島の原発事故の賠償額を考えるとコストがか

かり過ぎと思うかもしれませんが、このような事故はめったに

起こるものではありませんので、その確率を踏まえて原発の

発電コストを試算すると、石炭や天然ガスなどと競える範囲

になります。

　環境適合性については民主党政権時代、2020年までに温室

効果ガスを1990年比で25%削減するという野心的な目標が掲

げられました。原子力で5割、他の再生可能エネルギーで2割

の構成を目指したのですが、福島の事故により一転、2030年代

末までに原発ゼロを目指す「脱原発」の方針が打ち出されまし

た。しかし、衆議院の総選挙で政権が自民・公明党へと移った

ため再び政策が見直され、2020年までに温室効果ガスを2005

年より3.8%削減することが暫定的に決定しましたが、今後、新

しいエネルギー基本計画に基づく政策検討の進展を踏まえて

見直し、確定的な目標を設定するとしています。

　わが国のエネルギー政策は、以上の3つの“E”を確保し、国民

の皆様に安心“S”を与えるものでなくてはならないと考えて

います。

日本のエネルギー需給構造が抱える課題と原発

　震災以降の日本のエネルギー需給構造は、いくつかの課

題を抱えています。1つ目は、海外に依存し過ぎていることで

す。日本の電源構成における海外からの化石燃料の比率を見

ると、震災前の2010年度には石炭、石油、天然ガスを合わせて

わが国のエネルギー・
環境政策の課題
3Eの視点から見た現状と将来展望

講 師 公益財団法人地球環境産業技術研究機構 理事・研究所長　山地 憲治さん

　科学技術の各分野における第一人者を講師に招
き、最先端の話題を分かりやすく紹介する「ひょ
うご科学技術トピックスセミナー」。2014 年
11 月 11 日、兵庫県民会館で第 32 回を開催し、
公益財団法人地球環境産業技術研究機構理事・研
究所長の山地憲治さんに、日本のエネルギー・環
境政策の課題と今後の展望について講演していた
だきました。
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62%だったのが、震災後の原発停止により2013年度には88%に

達しています。

　2つ目は、化石燃料の輸入の増加や燃料価格の値上げ、円安

の影響により、燃料費が大幅に増え、経済を圧迫していること

です。原発停止による化石燃料の輸入増加により、2013年には

化石燃料の輸入額が10兆円増えて、貿易収支は11.5兆円の赤字

となっています。

　3つ目に、電力分野における温室効果ガスの排出量が増えて

いることです。電力以外の温室効果ガスは2010年から0.3億ト

ン減少しましたが、電力分野では1.1億トン増えています。

　4つ目は、2015年に開催予定のCOP21における温室効果ガス

の削減目標がまだ定まっていないことです。COP21では、日本

も2020年以降の温室効果ガスの削減目標数値を出さなくては

なりませんが、国内の政策が固まっていない現段階では、具体

的数値目標を出すのは難しいため、早く今後のエネルギー政

策の骨子を固めなければなりません。

　日本の原発による電源比率は1990年代の終わりに30%を超

えましたが、福島の原発事故により現在は0%です。しかし、コ

ストや温暖化を考えると、原子力という選択肢を捨てるのは

非現実的です。安全対策を万全にし、国民の信頼を回復させた

上で、可能な限り依存度を下げて再稼働を検討すべきだと思

います。

　実際に原発をどの程度に抑えるのかについては難しい問題

で、まだ答えが出ていません。わが国では原発は運転開始から

原則40年で廃炉とし、1度だけ最大20年の延長が可能とされて

いますが、この規制は非合理的です。この年数には原発の休止

期間も含まれているため、ドイツが原発の発電電力量で廃炉

時期を決めているように、日本も発電電力量を考慮して考え

るべきだと思います。ちなみに現在の考え方で今後の原発の

数を予測すると、40年で廃炉にするなら2028年には現在の半

数に、2036年には2割を切り、2049年にゼロとなり、60年で廃炉

にするなら2048年に現在の半数、2056年に2割を切り、2069年

にゼロとなります。

再生可能エネルギーの問題点とこれから

　太陽光や風力、水力、バイオマス、地熱等の再生可能エネルギー

は、安定供給面やコスト面に課題がありますが、温室効果ガスの排出

がなく、国内で生産できるため、エネルギー安全保障に寄与する重要

な国産エネルギー源です。2012年に導入された固定価格買取制度

は、再生可能エネルギーの導入・促進には大変効果がありましたが、

副作用が大きく出てきています。

　1つ目は、電力会社の需給バランスの問題です。電力は、瞬時、瞬

時に需要と供給を一致させないと停電するので、再生可能エネル

ギーの受け入れは電力の質の維持に大きな影響があります。例え

ば、九州電力では夏のピーク時の電力需要量を上回る電力量が認

定されています。太陽光は夜間に発電できず、昼間でも天候により発

電量が大きく変動するため、太陽光以外の電源の確保が必要となっ

てきます。

　2つ目は、再生可能エネルギー発電促進賦課金の問題です。現

在、75銭/kwhですが、来年度は1円程度になることが予想されるな

ど、国民の負担が大きくなってきます。

　また、今後は電力系統と情報システムを連携させて「スマートコミュ

ニティー」を形成し、需要側の資源をうまく活用する新しいエネルギー

システムの構築が求められています。次世代のエネルギー・社会シス

テムづくりに向けて、これから関連分野で新しい技術が次 と々開発さ

れていくことでしょう。

HSTAの活動

公益財団法人地球環境産業技術研究機構
理事・研究所長

山地 憲治（やまじ・けんじ）

　1977年、東京大学大学院工学系研究科博士
課程修了後、財団法人電力中央研究所に入所、
経済社会研究所研究主幹を経て1994年、東京
大学大学院工学系研究科電気工学専攻教授に
就任。2010年から現職。東京大学名誉教授。

PLOFILE
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幅広い分野のオンリーワン企業が集結し
新しい技術や商品を展示

4団体と共同でグループ出展

グループ出展した企業・大学・高専

　兵庫経済を牽引する新産業の創出を推進するとともに、

兵庫を中心とした国際的な技術・ビジネス交流の基盤形

成を一層加速させるため、国内外の企業・研究機関が一堂

に会する国際総合見本市、「国際フロンティア産業メッセ

2014」が開催されました。

　今回のテーマは、「『ひらめき』を『キラメキ』に！オン

リーワン企業・機関が集結」。幅広い分野のオンリーワン企

業による新技術・新商品の展示に加え、産学官連携による

研究成果・開発技術の紹介を通じて、兵庫・神戸の技術力

を発信しました。また、2015年7月に神戸市で開催予定の

ISTS（宇宙技術および科学の国際シンポジウム）を支援す

るための特別展示も行われました。

　当協会は、国際フロンティア産業メッセ2014を共催する

とともに、当協会の技術支援により積極的な技術開発や商

品開発に取り組んでいる企業や県内大学、高専とともにグ

ループ出展を行いました。

　当日は、基調講演・特別講演やロボットテクノロジー等

の見学・セミナーなどを通じて、科学技術の最前線トピッ

クスを紹介。さらには、ビジネスマッチング等の多彩なプ

ログラムも行われ、盛況裏に終了しました。

　技術開発助成金や技術指導等で、当協会と密接
な技術支援関係にある播磨地域のものづくり企業
15社と県内の理工学系大学、高専と共同でグルー
プ出展を実施しました。

㈱帝国電機製作所（たつの市） 三相電機㈱（姫路市）
㈱ニチリン（姫路市）  ㈱タクミナ（朝来市）
龍野コルク工業㈱（たつの市） 西日本衛材㈱（たつの市）
ユメックス㈱（姫路市）  ㈱ブレイン（西脇市）
ハマックス㈱（姫路市）  ㈱三光システム（姫路市）
船場印刷㈱（姫路市）  さくらい工業㈱（姫路市）
㈱セシルリサーチ（姫路市）  ㈱ユニバル（加古川市）
ケニックス㈱（姫路市）  神戸大学
兵庫県立大学   関西学院大学
甲南大学    神戸学院大学
姫路獨協大学   兵庫医療大学
明石工業高等専門学校  神戸市立工業高等専門学校

（順不同）

日　　　　時 ： 2014年9月4日・5日 10：00〜17：00
場　　　   所 ： 神戸国際展示場1号館・2号館
全体出展規模 ： 427企業・団体 458小間
来  場  者  数 ： 2万8,053人

開
催
概
要

開会式

企業ブース

大学等ブース



国際フロンティア産業メッセ2014を共催 HSTAの活動

20Hyogo Science

　龍野コルク工業株式会社は創業当初、その名の通

り、冷蔵庫の断熱材やサンダルのソール材に使う炭

化コルクを製造していました。しかし天然材のコル

クは天候により供給量が大きく変わるため、顧客の

要望に応えられないことがしばしば。そこで、60年

ほど前、炭化コルクの代替品として発泡スチロール

の製造に着手。今では発泡スチロール専業メーカー

として市場を支えています。

　しかし、2000年代に入ると発泡スチロールの成

型品や加工品の需要は徐々に減り出し、価格競争も

激化。代表取締役に就任したばかりだった片岡孝次

さんは、「このままでは会社運営が立ち行かなくなる。

何か別の新しい柱をつくらなければ」と、発泡ビー

ズを活用した新商品開発に乗り出しました。

　最初に取り組んだのが医療用の固定具です。発泡

ビーズが入っているパッドで、固定したい箇所にあ

てがい空気を抜くと、そのままの姿勢を保持できま

す。「MRI などの検査機器に通す際、患者が動いて

しまうと画像がうまく撮影できません。これを使う

と簡単に短時間で固定可能です」と片岡さん。イー

コレと名付けた

固定具は、医療

や介護の現場で

数多く採用され

ています。

　イーコレに続く新たな商品を考えていた片岡さん

は、ある日、神戸学院大学総合リハビリテーション

学部教授の古田恒輔さんを訪ねました。「椅子に座っ

た時に腰部を安定させるビーズクッションを作りた

いと相談したところ、いろいろとアドバイスを頂き、

その場で原型が決まりました」と振り返ります。そ

の後、社に戻って早速試作。瞬く間に発売までこぎ

着けました。

　 こ の 時 に 出 来 上

が っ た の が、 腰 用

CuCu（キュッキュッ）

シリーズです。中材

は直径約1ミリの微細

な発泡ビーズ。水の

30分の1の重さでさら

さらとした球体です。

このビーズがニット生地の中で自在に移動すること

で、椅子と体の隙間を埋め、腰部にぴったりとフィッ

トします。さらにこだわったのはその形。星形の上

の突起はまっすぐな姿勢を促すためのもので、左右

の突起は引っ張ってウエストやヒップと椅子の隙間

を埋めるためのもの。そして中央がくぼんでいるの

は、尾骨への圧迫を避けるためです。

　「フィット感はもちろん、優しく抱きしめられてい

るような安心感が得られます。発売当時、メディア

で取り上げられたこともあり、爆発的に売れました」

　その後も、ニーズを掘り起こしながら多様な用途

のビーズクッションを開発。Cubeads （キュービー

ズ）という登録商標を付けた商品群は4シリーズ、

22種類をそろえるまでになりました。

　今後は、ロコモティブシンドローム防止を目的と

したエクササイズ用のボードや着衣型のイーコレの

発売を予定。これからもさまざまな人の声に耳を傾

け、大手では手が出せないニッチな需要に対応して

いきます。

発
泡
ス
チ
ロ
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ル
メ
ー
カ
ー
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代表取締役　片岡 孝次さん

龍野コルク工業株式会社
グループ出展企業訪問 ➡

たつの市龍野町島田321
TEL 0791（63）1301　FAX 0791（63）3106　http://www.tatsuno-cork.co.jp/

発泡ビーズを活用した新商品を開発

優しく包む込むようにフィットするクッション



21 Hyogo Science

　県民の科学技術に対する興味・関心を高めるため、科学の専門家と一般の
方々が身近にある喫茶店や博物館などで、少人数で気軽に科学などの話題に
ついて語り合うサイエンスカフェを実施しています。

（神戸大学サイエンスショップ、甲南大学フロンティア研究推進機構の協力により、大学コン
ソーシアムひょうご等と共同開催）

サイエンスカフェひょうごを開催

開催日 開催場所 内　容

2014年
9月26日

甲南大学西宮キャンパス
CUBE西宮

「宇宙ステーションから宇宙で最高のエネル
ギーをもった粒子を捕える！」
梶野 文義 （甲南大学理工学部 教授）

2014年
12月13日

ユースプラザKOBE・EAST
（神戸市東灘区）

「パズルでサイエンス!?」
山田 力志
 （ASOBIDEA（アソビディア）代表）

2015年
2月11日

東播磨生活創造センター
「かこむ」（加古川市）

「なぜ ウナギは回遊するのか?」 
塚本 勝巳

（日本大学生物資源科学部ウナギ学研究室）

宇宙ステーションから宇宙で最高のエネルギーを
もった粒子を捕える！

パズルでサイエンス !?

　青少年の科学技術への関心と正しい理解を促進するため、自然科学系の教
育者や研究者などが小学校高学年から中学生を対象に行う実験教室など、科
学分野におけるボランティア活動を支援しています。

科学分野のボランティア活動を支援

ペットボトル地震計をつくろう

ひらめきときめきサイエンス

支援した活動
◦「ペットボトル地震計をつくろう」
　ひとぼう未来サークル/阿武山サイエンスミュージアムのボランティアの皆さん
◦「ペットボトルロケットを飛ばそう」
　サイエンスパ－クNAKASUJI実行委員会
◦「ひらめきときめきサイエンス」
　（株）協同病理わくわくプロジェクトチ－ム　（地元食材を使い細胞・組織の観察）
◦工作教室
　中村　隆弘（はりま科学工作クラブ）
◦理科実験教室
　古川　健二（元神戸市立中学校理科教諭）

　大型放射光施設SPring-8および関連施設の成果として公表された優れた研究、あるいはSPring-8の研究活動に貢献する
高度な技術のうち、産業・生活への応用を含め、将来、社会経済全般の発展に寄与することが期待される研究成果を選考し、
2014年8月27日に兵庫県公館において表彰式を開催しました。また、同年9月4日に開催された「第11回SPring-8産業利用
報告会」において受賞者による記念講演を実施しました。

【主催】ひょうごSPring-8賞実行委員会（兵庫県、公立大学法人兵庫県立大学、SPring-8利用推進協議会、
　　　 （公財）ひょうご科学技術協会）

【後援】 文部科学省、（独）理化学研究所放射光科学総合研究センター、（公財）高輝度光科学研究センター、
　　　 SPring-8ユーザー協同体

第12回ひょうごSPring-8賞の受賞者が決定
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◦受 賞 者  ダイハツ工業㈱　開発部　エグゼクティブテクニカルエキスパート 田中 裕久さん
◦受賞テーマ  「新規液体燃料電池自動車の開発」
◦受 賞 理 由  

　水素と酸素を反応させて水と電気エネルギーを発生させる燃料電池自動車の実用化
には、高価な白金触媒の低コスト化と燃料の水素ガスを保持する高圧ボンベの小型化と
安全性の確保が重要となります。
　ダイハツ工業㈱では、液体の水加ヒドラジンを燃料として水酸化イオン（OH-）を移動
させることで、触媒としての白金や高圧ボンベが不要となる、全く新しい液体燃料電池

（アニオン交換膜型燃料電池）の開発に注力してきました。SPring-8の多様なビームライ
ンにおける解析、測定結果を活用し、実用化が困難とされてきたアニオン交換膜型燃料
電池を、軽自動車に搭載するために開発を続けています。
　2013年の東京モーターショーにおいては、新しい液体燃料電池車を展示し、SPring-8
敷地内での実車走行の映像を紹介するなど実用化の可能性を提示。SPring-8による研究成果のPRを積極的に行っており、
SPring-8の知名度向上への貢献も大きく、受賞にふさわしい功績を有します。

開催日 開催場所 参加人数
2014年 7月27日 丹波会場 ショッピングセンター ゆめタウン 854人
2014年 8月2・3日 豊岡会場 兵庫県立但馬文教府 1,134人
2014年 8月3日 北はりま会場 多可町中央公民館 676人
2014年 8月9・10日 姫路会場 兵庫県立大学姫路工学キャンパス 　813人
2014年 8月23・24日 東はりま会場 兵庫県立東播磨生活創造センター 1,149人
2014年 8月23・24日 淡路会場 洲本市文化体育館 1,119人
2014年 9月6・7日 神戸会場 バンドー神戸青少年科学館 5,684人

夏休み時期の土・日曜に、延べ開催日数12日　  　　    合　計 11,429人

主な内容
◦実験教室や科学工作教室の開催
◦物理、化学、生物分野等の各ブースでの実験、ワークショップの実施
◦小学校、中学校、高等学校、大学の教員と生徒による演示・展示の実施

神戸会場の様子

　楽しい科学実験や科学工作などを通じ、子どもたちの科学に対する興味や
関心を高めるため、「青少年のための科学の祭典2014ひょうご大会」を県下7
会場において、各会場大会実行委員会等と共に開催しました。

青少年のための科学の祭典2014ひょうご大会を開催

燃料電池自動車『FC凸 DECK』

東はりま魅力実感サマーツアー！

　青少年等の科学技術学習の推進を図るため、各地域の企業・研究機関など
を生きた科学技術を学べる＂一つの科学技術ミュージアム＂に見立ててネッ
トワーク化し、工場見学や各種の科学実験・工作を行う「科学学習体験ツアー」
を、関係団体と共同で開催しました。

科学学習体験ツアーを実施

ロボット製作体験

開催日：2014年7月24日（19組38人参加）、8月26日（20組40人参加）、8月30日（20組40人参加）
内　容：工場・施設見学（ハリマ化成㈱加古川製造所ほか）、科学実験・工作（ロボット製作体験）
対　象：地域の小学3〜6年生とその保護者

－東播磨県民局、東播磨ツーリズム振興協議会、東播磨青少年本部と共催－
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株式会社ダイセルではThe Best Solution for Youを合言葉に化学技術
をベースにさまざまな分野で新たな価値を創造すべく研究開発を進めていま
す。この中でメディカル・ヘルスケア分野での開発事例を紹介いたします。

The Best Solution for You

株式会社ダイセル

　大豆イソフラボンに、美容効果や更年期障害緩和・予防等、種々の効用があること
は古くから知られていましたが、近年、腸内細菌によってイソフラボンからできるエ
クオール（EQ）が種々の効用を有していたことが分かってきました。一方で、万人が
このEQを作れるわけではないことも分かってきました。当社では、長年培ってきた
バイオ技術によって、有効成分であるEQを効率的に生産する方法を開発し、「フラボ
セル」として商品化しました。これからも、人に優しいバイオ技術を活用した健康に
役立つ素材の開発を行っていきます。

無針注射器（開発中）

エクオール「フラボセル®」

ひょうごサイエンス　Vol.32　発行：2015年3月
公益財団法人ひょうご科学技術協会
Hyogo Science and Technology Association

〒650-8567 神戸市中央区下山手通5丁目10−1（兵庫県庁内）
TEL 078（362）3845　FAX 078（362）3851　http://www.hyogosta.jp/

　無針注射器は、注射針を介することなく注射ができるものです。注射針による事故の問題がなく、さらに針を刺す恐
怖を感じさせずに、薬を目的の部位へ的確に送り込むことができる〝人に優しい〟注射器として期待されています。
　当社では、火工品事業で培った技術をベースに、火工品の燃焼力（発生ガス）を利用した無針注射器の開発を進めて
います。燃焼力を精密制御することにより、目的の深さへ選択的に送り込むことができるなどの特徴があります。
　患者さんの負担をより小さくできる医療機器として、高齢者や小さな子供にも優しい医療の実現に向け取り組んで
います。

　セルロース誘導体の特徴を生かし、口腔内崩壊錠
（OD錠）の製造に用いるプレミックス添加剤「グラン
フィラーD」を開発いたしました。OD錠は、水なしでも
口の中で溶ける新しいタイプの錠剤で、時と場所を選
ばずに服用できます。また、飲み下しが困難な幼児や高
齢者が安全に服用することができます。「グランフィ
ラーD」をさまざまな有効成分と混合して圧縮成型する
と、十分な硬度と、口の中での速やかな崩壊という、相反する要求性能を高いレベルで両立させたOD錠が製造でき
ます。既にいくつかの医薬品への採用が決まっており、お客さまからも「グランフィラーD」の高い性能を評価いただ
いています。

口腔内崩壊錠用賦形剤「グランフィラーD®」

※イメージ
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